
※令和４年度以降入学生用

学校番号 3025
令和５年度　数学科

教科 数学 科目 数学Ⅲ 単位数 ５単位 年次 ３年次

使用教科書 詳説数学Ⅲー改訂版ー（啓林館出版）

副教材等
サクシード数学Ⅲ改訂版　版解答付き、改訂版サクシード数学Ⅲ完成ノート、スタディサ
プリ（デジタル教材）

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

自律した学習能力を身に付けることを大切に授業を進めていきます。そのために受験勉強に真摯に取り

組んでいきましょう。数学Ⅲは今まで学習した数学ⅠAⅡBを包括した内容です。またそれに加えて深く学
んでいきます。そのため、数学ⅠAⅡBの内容をしっかり学習出来ていなければ、数学Ⅲの内容は難しく感
じてしまいます。逆に言えば、数学ⅠAⅡBの内容をしっかり抑えていれば比較的容易に感じる事ができま
す。そのため授業の中では、今までの復習ができているかを適宜確認し、その上で、数学Ⅲの内容を学習

していきます。数学Ⅲを学習する皆さんにお願いしたいことは①ⅠAⅡBの復習を丁寧に、かつ十分に行う
こと②難しいと感じたら無理に進まず振り返って、自分が分かるところまで戻ることです。このように丁寧に

学習をすることで、数学を根本的に理解することができるようになります。このような学習は他教科や自分の

生活を振り返るとき必ず役立つと思います。１年間粘り強く頑張っていきましょう。

２　学習の到達目標

年間の目標

①学習の自律

受験勉強を含め、自己の目標を実現するために学習計画を立て自らの意思で学習することができる。

②数学に対する広い視野をもつ

教科書に書かれている内容が数学のすべてではありません。数学とは無限に広がる学問であり身の回りに

活用されているものだと深く理解する。

３　学習評価(評価規準と評価方法)
観

点
a:関心・意欲・態度

b:数学的な見方や考

え方
c:数学的な技能 d:知識・理解

観
点
の
趣
旨

数学の良さを認識し数
学を活用しようとする。
また、粘り強く考え数学
的根拠に基づいて判
断しようとする。問題解
決の過程を振り返り、
考察を深め、評価・改
善しようとする。自分の
目標に対して、自分で
計画を立て学習を進め
ることができる。目の前
の課題に対して、ただ
こなすのではなく自身
の能力を伸ばすように
積極的に取り組むこと
ができる。

身の回りの事象を数学
的に考察し表現した
り、思考の過程を振り
返り多面的・発展的に
考えたりすることなどを
通して、数学的な見方
や考え方を身に付けて
いる。レポート課題等
で、独自の視点から考
察することができ、かつ
数式や図を用いた数
学的な表現が十分でき
る。１つの問題に対し、
複数の解答方法を示
すことができる。

身の回りの事象や、数
学特有の事象につい
て、数学的に表現・処
理する仕方や推論の
方法などの技能を身に
付けている。

数学における基本的
な概念を様々な方法
で表現する方法を理
解し、説明しようとして
いる。また、数学的な
概念を他者に概念を
用いて効果的に説明
することができる。
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評
価
方
法

・宿題の提出状況
・スタディサプリの利用
状況
・学習態度（授業中の
様子、予習復習の様子
など）

・期末テスト
・小テスト
・レポート課題
・探求的な課題

・課題提出
・小テスト
・定期試験

・課題提出
・小テスト
・定期試験

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

４　学習の活動

月 単元

名 学習内容

主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法
a b c d

４ 複素平

面

複素平面、極形式、

ド・モアブルの定理

〇 〇 〇 〇 基本的な知識が身についてい

る。どのような場面でこれら

の数学が活用されているか理

解する。

積極的に学習に取り組んでい

る。

各単元のつながりを見出すこ

とができる。

期末テスト

宿題

スタディサプ

リ

小テスト

レポート課題５ 平面上

の曲線

放物線、楕円、双曲線

媒介変数と極座標

〇 〇 〇 〇

６ 数列の

極限

無限数列、無限級数 〇 〇 〇 〇

７ 関数と

その極

限

分数関数、無理関数、

逆関数、合成関数

関数の極限と連続性

〇 〇 〇 〇

９ 微分法 いろいろな関数の導

関数

〇 〇 〇 〇

１

０

微分法

の応用

接線の方程式、平均

値の定理、関数の増

減、関数の最大・最小

〇 〇 〇 〇

１

１

積分法 置換積分法、部分積

分法、区分求積法

〇 〇 〇 〇

１

２

積分法

の応用

面積、回転体の体積、

曲線の長さ

〇 〇 〇 〇
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１ 演習 入試問題等を活用し

た復習と演習

〇 〇 〇 〇

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　　　b:思考・判断・表現
c:技能　　　　　　　　　d:知識・理解

　※　年間指導計画（例）作成上の留意点
　　・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目

において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。


